
克
正
四
年
同
日
ニ
十
一
悶
町
田
三
司
田
偲
噛
理
可
{
毎
周
一
回
一
日
寝
骨
}

議

樟

鍍

弘

一

醐

造

家

簿
記
の
出
資
に
於
け
る
一
問
題
・

.. 

戸
数
割
に
於
け
る
調
整
・
・
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・
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法
率
一
博
士

致
事
的
経
掛
撃
の
論
理
的
構
造
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・
・
支
愚
博
士

↑
講
買
力
平
償
読
の
一
考
察
・
・
・
・
文
接
博
士

陪

削

払

聞

米
間
移
民
法
の
改
正
に
就
い
て
肝
-
岨
唱
法
率
一
博
士

説

苑

東
京
市
中
心
地
輩
間
人
口
調
査
当
・
・
法
畢
士

銀
行
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銀
行
の
信
用
膨
脹
に
就
て

(
下
)

中

ノ官、

'口i

賓

第
一
緒
言
第
二
支
挽
準
備
第
三
預
金
(
本
源
的
預
金
と
混
生
的
預
金
)
(
以
よ
前
減
措
載
)
第
四
貸
付
撰
張
可
能
限
度
(
一
)
一
個
白

銀
行
に
於
け
る
貸
付
撰
張
可
能
限
度
(
イ
)
貸
付
銀
行
白
み
を
見
て
他
の
諾
銀
行
白
影
響
を
除
外
せ
る
場
合
へ
ロ
)
他
白
諸
銀
行
の
影
響
を
考

ふ
る
揚
合
(
二
)
銀
行
金
憶
を
線
括
し
て
見
た
る
場
合
に
於
け
る
貸
付
披
張
カ
第
五
結
言

第
四

貸
付
撹
張
可
能
限
度

銀
行
が
信
用
の
膨
脹
を
行
ム
過
程
に
於
け
る
、
第
三
の
要
素
は
貸
付
で
あ
る
が
、
業
の
髄
張
可
能
限
度
は
、

個
の
銀
行
の
立
場
に
於
げ
る
場
合
芝
、
組
て
の
銀
行
を
包
括
し
て
見
た
る
場
合
さ
に
於
て
、
其
の
聞
に
著
し
き
差

異
が
存
す
る
故
、
之
等
雨
者
を
分
ち
て
考
察
す
る
を
必
要
ざ
す
る
。
向
貸
付
の
資
源
さ
な
る
も
の
は
預
金
に
限

っ
た
事
で
は
な
く
、
自
己
資
金
、
即
ち
榔
込
責
本
金
、
積
立
金
、
及
び
繰
越
金
の
如
き
も
之
に
用
ひ
得
る
誇
で
ゐ

る
が
、
一
定
額
の
剰
昨
現
金
を
基
礎
さ
し
て
、
銀
行
の
行
ひ
得
る
貸
付
慣
張
可
能
限
度
を
見
る
滑
に
は
、
何
れ
も

略
同
様
な
る
故
、
悲
じ
は
預
金
に
基
く
も
の
の
み
を
見
る
事
さ
す
る
。

ト
一
個
の
銀
行
に
於
げ
る
貸
付
暗
躍
可
能
眼
度

川
此
の
場
合
に
於
て
も
、
貸
付
銀
行
の
み
を
見
て
他
の
諸
銀
行
よ
り
の
影
響
を
顧
み
ぎ
る
場
合
芝
、
之
を
考
慮

説

苑

銀
行
の
信
用
膨
脹
に
就
て

第
三
十
一
巻
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設

苑

銀
行
の
信
用
膨
脹
に
就
て

第
三
十
一
巻

ー
ム
/、

第

就

一
ー
ム
ノ、

す
る
場
合
さ
を
分
も
考
ふ
る
を
適
嘗
ざ
す
る
故
.
先
づ
前
者
じ
閲
し
て
ア
イ
リ
ッ
プ
ス
の
奥
へ
花
る
公
式
よ
り
説

明
す
る
事
ざ
す
る
。

即
ち
銀
行
集
圏
中
の
一
佃
の
銀
行
(
以
後
之
を
貸
付
銀
行
さ
耕
す
る
)
に
於
て
、

C

H
新
ら
し
く
増
加
芯
れ
た
る
現
金
預
金
、

q
H
流
失
現
金
、
即
ち
此
の
貸
付
銀
行
が
新
た
な
る
貸
付
な
な
す
結
果

εし
て
失
ふ
も
の
、

Z
H
C
に
基
き
て
行
ひ
得
る
貸
付
慣
張
領
、

r
H
預
金
日
劃
し
て
保
有
す
や
へ
き
現
金
準
備
の
率
、

K
H
採
生
的
預
金
獲
高
の
貸
付
金
額
に
劃
す
る
比
率
、

ざ
す
れ
ば
、
会

lr)
は
貸
付
手
取
金
に
封
し
て
借
手
が
小
切
手
を
振
出
す
割
合
三
な
る
故
門
凶
H

会

-G-『
ご
な
る
。

而
し
て
貸
付
銀
行
は
.
新
増
加
現
金
C
の
中
よ
り

qrげ
流
出
す
る
も
、
前
主
(
の
蔑
併
の
現
金
即
も
の
1
3
を

ふ
以
て
、
現
金
預
金
残
高
た
る
C
さ
、
振
生
的
預
金
残
高
た
る
U
さ
の
合
計
に
劃
し
て
、

r
な
る
準
備
率
・
を
保
も
得

る
様
に
貸
付
を
潟
す
で
ゐ
ら
う
。
故
じ
貸
付
銀
行
は
、
の
l
p
が『(リ

+
]
q
h
f」
等
し
く
な
る
様
に
貸
出
を
す
る

事
ざ
な
っ
て
、
・
究
の
式
が
成
立
す
る
。

れ
|
門
戸

H
円
め
十

r「
h

g
H
U
S
H
h
l
(
ユい
+
r
=
)
持
立
の
l
A
I
r
-
J円

務
ど
い
塾
儲
吊
)
営
〈

門
戸
川
(
一

l
r
)‘
門
日
。
詩

(
H
l
r
)
H
u
n
-
己
1
7
2

U
H
出
川
端
掴
「
パ

r
z
+
2
l
r
)
H
H
(い

l
λ



持h・

~ヤ

(
}
Q
+】

l
r
)
h
u
h
-

『。

実
パ

(い

1
H〔

)

)
同
ー
十

H
l
r

'""' 
11 

同
一
}
計

。
(
同
|
『

)
:
t
h
o

i

ぺ
l
l
1
U
l
l
L
E
ナ
d

一4
1

」
内
『
十
』

!
l片

H 

11 

故
に
、
貸
付
銀
行
の
安
全
ざ
す
ち
準
備
率
r
を
日
メ

1
セ
ン
ト
、
振
律
的
預
金
獲
高
の
割
合
k
J
f却
バ

1
セ
y

ト
ざ
蝦
定
す
る
時
は
、

一
千
弗
の
新
増
加
預
金
C
を
得
た
る
場
合
に
於
げ
る
、
銀
行
の
貸
付
暗
張
可
能
限
度

z
は

h
4
 

E
A
U
H
Cむ
吋

U
R

さ
さ
な
る

L

H 

。lrz
siδ 
+!~ヘ

。i山
上司l

11 

c・∞い山

之
が
即
ち
伎
の
甘
公
式
で
あ
る
が
、
準
備
率
r
が
低
手
程
、
又
振
生
的
預
金
残
高
の
割
合
k
が
大
な
る
程
、
貸
付

慣
接
可
能
限
度
f

が
大
さ
な
る
事
は
、
之
ど
一
見
し
て
明
か
で
あ
る
。

以
下
之
が
吟
味
に
入
る
可
き
で
あ
る
が
、
夫
に
先
立
も
て
先
づ
連
ぷ
可
き
事
は
、

フ
イ
タ
ッ
プ
ス
は
、
銀
行
が

斯
か
る
貸
付
憤
張
を
行
ふ
さ
も
、
そ
れ
が
須
に
、
疏
通
昇
に
現
金
ケ
・
取
去
ら
る
る
事
無
き
も
の
ご
限
定
せ
る
事
で

あ
る
(
此
の
事
は
、
彼
が
後
仁
、
貸
付
暗
張
じ
由
る
抗
出
現
金
の
務
付
く
先
を
説
明
す
る
に
際
し
て
、
業
の
会
部

が
他
の
諸
銀
行
に
預
入
れ
ら
れ
て
本
源
的
預
金
さ
な
る
、
さ
但
定
せ
る
を
見
て
も
明
ら
か
で
あ
る
)
。
然
し
乍
ら
祉

舎
の
支
梯
慣
習
は
急
に
護
る
も
の
で
は
無
く
小
切
手
の
使
用
程
度
さ
所
謂
現
金
の
使
用
程
度

εは
、
大
韓
日
い
於

て
、
歩
調
を
共
に
し
て
増
減
す
る
も
の
さ
言
ひ
得
る
で
ゐ
ら
う
。
故
に
銀
行
が
貸
付
瞭
張
に
依
り
て
、
一
の
融
合

設

第
三
十
一
巻

一
二
七

一
二
七
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説

銀
行
自
信
用
膨
脹
に
就
て

第
三
十
一
巻

第

披

苑

i¥. 

i¥. 

に
疏
通
す
る
小
切
手
の
量
を
増
加
す
れ
ば
、
現
金
に
封
す
る
需
要
も
亦
増
加
し
、
従
っ
て
貸
付
銀
行
よ
り
流
出
す

る
現
金
の
一
部
は
、
業
の
億
流
通
界
に
引
去
ら
る
る
も
の
さ
考
へ
た
い
。
(
詮
三
)

フ
バ
ッ
ジ
ャ
ー
は
「
貨
幣
の
購
買
力
」
中
に
於
て
、
流
通
昇
に
あ
る
現
金
M
と
首
座
預
金
M
と
の
聞
に
は
、
常
に
一
定
の
割
舎
が
保
た
れ
る

主
A

一
一
同
へ
恥
に
到
し
、
河
上
博
士
は
子
宮
許
し
て
、
現
命
取
引
W
と
信
用
取
引
…
~
と
の
閣
に
は
略
一
定
の
割
合
が
認
め
ら
れ
る
が
、
常
座
預
金
の

E

M

 

流
遁
法
度
山
V

は
相
臆
に
著
し
き
麹
動
を
な
す
故
に
、

M
と
町
と
が
常
に
一
定
白
比
卒
を
保
っ
と
一
子
中
事
は
、
到
底
主
張
し
得
な
い
と
述
べ
て
ゐ

b
れ
恥
。
此
の
勤
に
関
す
る
考
察
は
暫
b
く
荷
〈
も
、
貸
付
銀
行
よ
り
流
出
す
る
現
金
が
、
機
て
他
の
諸
銀
行
に
預
入
れ
ら
れ
る
と
は
考
へ
得

註

な
い
の
で
あ
る
。

十
明
仁
此
の
公
式
じ
付
て
4
4
6

慮
す
ぺ
き
は
、
借
手
が
佑
入
金
じ
劃
し
て
挺
出
し
わ
ル
ゐ
小
切
手
中
(
貸
付
録
桁
の
他

の
預
金
者
の
手
を
経
て
)
、
再
び
比
の
銀
行
に
預
入
れ
ら
る
る
部
分
で
あ
る
。
借
手
の
振
出
し
た
る
小
切
手
中
、

部
分
は
貸
付
銀
行
以
外
の
他
の
諸
銀
行
に
預
入
れ
ら
れ
、
他
の
一
部
分
は
貸
付
銀
行
に
呈
示
さ
れ
て
現
金
を
要
求

せ
ら
る
る
で
あ
ら
う
。
前
者
は
手
形
安
換
所
を
通
じ
て
(
普
通
は
中
央
銀
行
に
於
げ
る
預
金
残
高
に
於
て
可
又
後

者
は
其
の
支
携
に
よ
り
て
、
共
に
倍
付
銀
行
の
準
備
金
を
減
少
せ
し
な
る
事
さ
な
る
。
然
る
に
前
越
の
貸
付
銀
行

仁
再
び
預
入
れ
ら
る
る
部
分
は
、
査
も
準
備
金
を
減
少
せ
し
む
る
も
の
で
は
な
く
、
銀
行
に
さ
り
て
は
、
最
初
よ

り
そ
れ
だ
け
の
も
の
が
振
出
さ
れ
な
か
っ
た
さ
同
じ
結
果
さ
な
る
。
即
ち
一
肌
生
的
預
金
残
高
比
率
た
る
k
が
、
よ

り
高
く
な
り
た
る
さ
同
じ
事
を
意
味
す
る
も
の
で
ゐ
る
。
故
に
此
の
貸
付
銀
行
は
、
上
掲
の
日
公
式
に
よ
り
て
一
不
さ

る
る
所
よ
り
も
、
今
少
し
多
額
の
貸
付
を
潟
し
得
る
で
あ
ら
う
。

此
の
事
は
ア
イ
η
ノ
ッ
プ
ス
自
身
ち
注
意
せ
る
所
で
ゐ
っ
て
。
特
に
銀
行
教
の
少
き
固
に
於
て
は
、
涜
出
現
金
が

工 Fisher;The Pucrhasing Power of Money p. ~;o 
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少
く
な
る
故
、
貸
付
慣
張
力
は
、
同
公
式
に
示
さ
る
る
所
よ
り
も
大
さ
な
る
事
を
認
め
て
ゐ
る
。
然
し
彼
は
「
各
地

方
聞
の
取
引
が
複
雑
に
し
て
多
岐
多
様
な
る
所
(
米
国
)
に
て
は
、
斯
か
る
考
慮
も
貫
大
な
る
意
義
を
持
た
な
く
な

弘
」
さ
言
っ
て
、
会
式
の
騨
護
に
努
め
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

然
る
に
此
の
賠
に
閲
し
て
、

了
l

v

ン
ス
は
「
ア
イ
リ
ッ
プ
ス
敷
授
は
、
或
大
都
市
の
一
佃
の
大
銀
行
に
於

て
、
此
の
銀
行
に
宛
て
て
振
出
さ
れ
た
る
小
切
手
中
、
僅
か
に
業
の
一
パ
ー
セ
ン
ト
が
交
換
所
を
粧
や
し
て
蹄
り

来
る
定
一
五
ふ
事
買
を
見
て
、
此
の
部
分
を
無
覗
せ
功
も
の
で
あ
る
が
、
斯
か
る
一
個
の
銀
行
の
粧
験
を
以
て
、
総

で
の
銀
行
を
律
せ
ん
f
」
す
る
は
、
甚
だ
危
険
で
あ
る
」
三
越
〈
、
更
に
複
雑
な
る
過
程
を
鰹
て
斯
か
る
部
分
の
割

A

骨
骨
求
め
、
米
同
i
於
げ
し
は
、
大
鰹
振
出
芯
れ
い
に
ゐ
小
切
手
綿
一
織
の
一
一
一
六
市
四
バ

l
t
ν
ト
な
る
じ
ゃ
仕
立
離
し
℃

ゐ
る
の
で
あ
る
。

斯
か
る
賓
際
数
値
に
闘
す
る
考
察
は
之
を
他
日
に
譲
る
事
ご
す
る
が
、
要
す
る
に
、
斯
か
る
部
分
も
亦
、
公
式

適
用
に
際
し
て
考
慮
に
値
す
る
も
の
な
る
事
は
騒
な
き
所
で
あ
る
。

更
じ
此
の
公
式
じ
閲
し
て
注
意
す
ぺ
き
第
三
の
事
柄
は
、
貸
付
銀
行
の
借
手
が
振
出
し
た
る
小
切
手
中
、
銀
行

集
閲
中
の
他
の
諸
銀
行
に
預
入
れ
ら
れ
て
本
源
的
預
金
ぎ
な
る
も
の
で
あ
ム
。
斯
か
る
預
金
は
其
の
各
々
の
銀
行

に
於
て
、
再
び
貸
付
慣
張
の
基
礎
芭
な
る
も
の
で
ゐ
っ
て
、
市
も
此
の
過
程
は
繰
返
し
行
は
る
る
故
第
二
次
第

三
次
の
貸
付
暁
張
の
結
果
、
再
び
最
初
の
貸
付
銀
行
に
涜
入
す
る
部
分
は
、
之
又
n
公
式
中
の
k
の
値
を
大
な
ら
し

む
る
も
の
芭
考
へ
ら
る
る
か
も
知
れ
弘
い
。
然
し
乍
ら
、
之
は
貸
付
銀
行
以
外
の
諸
銀
行
よ

h
の
影
響
吉
見
ら
る

る
故
に
、
後
に
於
て
通
ぶ
る
事
ざ
す
る
。
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説

銀
行
白
信
用
膨
肢
に
就
て

第
三
十
一
巻

第
一
競

一
三

O

O 

苑

第
四
に
注
意
す
一
へ
き
は
、
借
手
が
銀
行
に
支
梯
ム
可
き
借
入
利
子
或
は
割
引
料
に
し
て
、
普
通
は
貸
付
芭
同
時

に
銀
行
に
依
り
て
前
引
き
る
る
も
の
で
あ
る
。
斯
く
て
貸
付
に
依
る
借
手
の
手
取
金
は
、
最
初
か
ら
哀
の
債
務
額

よ
b
も
少
く
、
其
の
結
果
涜
出
現
金
も
少
く
な
っ
て
、
貸
付
横
張
力
も
硝
大
さ
な
り
得
る
で
ゐ
ら
う
。

以
上
の
如
く
プ
イ

p
ッ
プ
凡
の
公
式
に
封
し
て
は
幾
多
の
考
慮
が
必
要
で
あ
る
が
、
彼
自
身
は
之
に
付
て
「
米

岡
各
地
方
の
代
表
的
諸
銀
行
に
於
げ
る
限
生
的
預
金
残
高
比
率
中
、
最
高
率
な
る
こ

O
バ

1
セ

ν
ト
佐
以
て
川
其

叩

の
標
準
比
率
さ
す
る
な
ら
ば
、
之
に
よ
り
て
、
前
挫
の
諸
考
慮
を
加
へ
た
る
さ
同
じ
結
果
さ
な
る
で
あ
ら
う
。
」
さ

昌
一
一
同
っ
て
ゐ
ゐ
。
(
諮
問
)

註
四

然
し
乍
b
前
漣
の
如
〈
、
商
業
銀
行
白
木
質
的
職
能
を
考
ふ
る
場
合
に
は
、
ニ

O
パ
ー
セ
ン
ト
と
言
へ
ば
、
そ
は
決
し
て
滋
生
的
策
金
洩

高
比
率
を
高
〈
見
積
り
し
事
と
な
る
も
の
で
た
〈
、
ロ

1
レ

y
ス
の
如
き
も
之
を
以
て
最
低
比
率
に
近
き
も
の
と
し
て
ゐ
る
白
で
あ
る
。

斯
く
て
フ
イ

y
ッ
プ
ス
の
公
式
に
於
て
は
、
業
の
中
の

q
郎
も
擁
出
現
金
中
に
他
の
諸
銀
行
に
涜
入
す
る
も
の

芝
、
現
金
流
通
界
に
喪
失
さ
る
る
も
の
ご
を
合
ま
し
め
、
夏
に
k
を
以
て
、
所
謂
源
生
的
預
金
残
高
比
率
さ
、
借

手
の
振
出
し
た
る
小
切
手
中
‘
再
び
直
接
に
砂
田
該
貸
付
銀
行
じ
預
入
れ
ら
る
る
部
分
の
貸
付
額
に
封
す
る
比
率
ど

の
和
を
意
味
せ
し
む
る
事
が
必
要
で
あ
っ
て
、
斯
く
す
る
事
に
よ
り
て
、
初
め
て
一
個
の
銀
行
に
於
げ
る
貸
付
焼

張
可
能
限
度
を
測
定
し
得
る
も
の
申
」
な
る
で
あ
ら
う
。

作
以
上
は
貸
付
銀
行
の
み
を
見
て
他
の
諸
銀
行
よ
り
の
影
響
を
無
現
せ
る
も
の
で
あ
る
が
、
斯
か
る
影
響
を
考

慮
に
容
る
る
場
合
に
は
向
二
つ
の
問
題
が
残
っ
て
ゐ
る
。

即
ち
葉
の
一
は
前
に
留
保
せ
し
所
で
ゐ
っ
て
、
貸
付
銀
行
よ
り
蹴
出
せ
し
現
金
中
、
仙
仙
の
諸
銀
行
を
経
て
再
び

ibid. 
ibid. p. 57・
Lawrence; p. 370 
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最
初
の
貸
付
銀
行
に
流
入
す
る
部
分
で
ゐ
る
。
而
し
て
新
か
る
部
分
は
、
会
式
中
の
k
の
値
を
大
な
ら
し
む
ろ
も

の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
だ
け
銀
行
の
貸
付
債
張
能
力
を
大
な
ら
し
む
る
も
の
ご
考
へ
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
の
で
あ

る。
成
程
銀
行
が
、
一
定
額
の
現
金
預
金
を
基
礎
ざ
し
て
、
貸
付
慣
張
を
震
し
得
る
究
極
の
大
さ
を
知
る
震
に
は
、

期
か
る
考
慮
も
必
要
で
ゐ
ら
う
。
然
し
乍
ら
斯
か
る
流
蹄
部
分
な
喋
想
し
て
、
最
初
よ
b
そ
れ
だ

η
多
く
貸
付
置

張
訟
な
す
さ
一
五
ふ
事
は
、
銀
行
ご
し
て
到
底
許
き
る
可
き
所
で
は
な
い
の
で
あ
る
o

蓋
し
斯
か
合
流
蹄
部
分
は
、

結
局
は
貸
付
銀
行
に
さ
り
て
準
備
金
の
増
加
ご
な
る
も
の
な
れ
ざ
、
其
れ
よ
り
以
前
に
、
他
の
諸
銀
行
よ
ち
現
金

を
要
求
ち
る
る
事
が
あ
り
得
る
故
で
わ
る
。

次
に
蔑
さ
れ
た
る
第
二
の
問
題
は
、
他
の
諸
銀
行
に
於
げ
る
同
時
的
な
る
貸
付
蹟
張
が
、
嘗
該
銀
行
の
貸
付
蹴

張
可
能
限
度
の
上
に
、
如
何
な
る
影
響
を
及
ぼ
す
や
ぜ
言
ふ
事
柄
で
ゐ
る
。

今
設
明
を
簡
車
明
瞭
な
ら
し
む
る
潟
、
最
も
極
端
な
る
場
合
を
想
像
し
、
濁
立
せ
る
一
の
枇
舎
に
、

A
、
R
一一

個
の
銀
行
の
み
が
存
在
し
て
、
之
等
が
同
時
に
同
額
の
現
金
預
金
G
及
び
ら
を
得
た
さ
仮
定
す
る
。
然
る
場
合

は、

A
銀
行
は

G
に
基
げ
る
貸
付
讃
張
の
結
果
p
h
r
げ
の
現
金
を
失
ひ
、
同
様
に
し
て
B
銀
行
は
Q
だ
げ
の
現
金

を
失
ふ
で
あ
ら
う
の
故
に
、
複
雑
を
避
〈
る
震
に
流
通
界
に
失
は
る
る
現
金
を
零
ご
偲
定
す
れ
ば
、
ら
は
総
て
B

銀
行
に
預
入
れ
ら
れ
、
ら
は
総
て
A
銀
行
に
預
入
れ
ら
る
る
事
ご
な
る
。
然
る
に
F
M
q
」
戸
川
日
』
は
等
額
な
る
を
普
通

ざ
す
る
故
、

A
、
B
二
銀
行
は
貸
付
旗
張
の
結
果
少
し
の
現
金
を
も
失
は
ざ
る
事
さ
な
る
の
で
あ
る
。
斯
く
て
右

の
般
定
を
フ
イ

y
ず
プ
ス
の
n
公
式
に
適
用
す
る
な
ら
ば
、

G
は
零
ぜ
な
る
故

n
H
H
(
H
l
r
)
h代
目
。
よ
り

r
H
H
さ

設

苑

銀
行
の
信
用
膨
脹
に
就
て
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三
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一
巻
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一一一
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五虎
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手E

銀
行
の
信
用
膨
肢
に
就
て

第
三
十
一
袋

な
っ
て
貸
付
擁
張
可
能
限
度
は

J
H
民
T
Z
に
よ
り
て
示
さ
る
る
を
得
る
で
ゐ
ら
う
。

然
し
乍
ら
之
じ
付
て
は
プ
イ
ソ
ツ
プ
ネ
も
、
『
若
し
綿
て
の
銀
行
が
同
時
じ
同
額
の
新
ら
し
き
現
金
預
金
を
得

て
同
惑
同
率
を
以
て
貸
付
蹟
張
を
行
ふ
な
ら
ば
、
右
の
事
情
も
正
し
い
で
あ
ら
う
が
、
然
し
斯
か
る
事
は
殆
ん
ど

有
り
得
な
い
。
』
さ
遁
ぺ
、
夏
に
大
要
突
の
如
く
説
明
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
却
も
『
銀
行
が
現
金
預
金
を
受

入
れ
る
の
は
、
或
は
銀
わ
集
問
中
の
他
の
諸
銀
桁
よ
り
之
を
移
き
る
る
か
、
或
は
銀
行
集
回
以
外
の
資
源
よ
り

(
即
ち
金
銀
の
轍
入
、
又
は
其
の
生
産
増
加
に
依
り
て
)
之
を
得
る
も
の
で
あ
る
。
今
一
銀
行
(
A
銀
行
ざ
す
る
)
に

於
げ
る
新
ら
し
き
現
令
増
加
が
、
銀
行
集
閣
以
外
の
首
相
側
よ
ち
件
ら
れ
た
芯
す
る
も
、
ぞ
れ
が
品
川
じ
直
ら
い
‘
仙

の
諸
銀
行
が
貸
付
憤
張
を
す
る
も
の
で
は
な
い
。
又
若
し
斯
か
る
現
金
増
加
が
、

A
以
外
の
他
の
諸
銀
行
よ
り
移

さ
れ
た
る
も
の
ざ
す
る
な
ら
ば
、
之
を
失
っ
た
所
の
他
の
諸
銀
行
は
、
そ
れ
だ
け
貸
出
回
牧
を
せ
ね
ば
な
ら
な

い
。
斯
く
て
A
銀
行
の
借
手
は
.
以
前
よ
り
も
多
額
の
小
切
手
を
振
出
す
に
拘
ら
守
、
他
の
諸
銀
行
の
借
手
は
、

之
を
相
殺
す
る
震
に
、
小
切
手
振
出
額
を
増
加
す
る
を
得
ぎ
る
の
み
か
、
却
て
其
の
額
は
減
少
す
可
‘
き
で
あ
る
。

故
に
A
銀
行
に
、
斯
か
る
新
現
金
増
加
が
行
は
れ
。
さ
り
し
以
前
に
於
て
、

A
銀
行
の
他
の
諸
銀
行
に
劃
し
て
有
せ

し
債
権
が
、
他
の
諸
銀
行
の
A
銀
行
に
封
し
て
有
せ
し
債
権
さ
、
相
殺
さ
れ
居
り
し
も
の
さ
般
定
す
る
な
ら
ば
、

今
や
斯
か
る
均
衡
は
到
底
持
績
き
る
る
を
得
な
い
事
さ
な
る
:
:
:
』
ご
nv

右
の
論
中
、
彼
は
‘
銀
行
集
固
以
外
の
資
源
よ
り
、

A
銀
行
に
一
定
額
の
現
金
が
加
へ
ら
れ
た
る
場
合
、
他
の

諸
銀
行
に
於
て
は
、
斯
か
る
現
金
増
加
が
起
ら
な
い
も
の
さ
慌
定
せ
る
の
で
あ
る
が
、
賓
際
上
は
、
般
A
T
そ
れ
は

同
額
で
無
く
さ
も
、
同
時
じ
他
の
諸
銀
行
じ
於
て
も
、
斯
か
る
現
金
増
加
を
来
す
場
合
が
ゐ
、
り
得
る
さ
考
へ
得
ら

• 
Phillips; p. 74・
ibid. pp. 74-7 S. 
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れ
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
斯
か
る
事
情
の
下
に
於
て
は
、

A
銀
行
の
借
手
が
其
の
借
入
金
に
劃
し
て
振
出
し
た
る

小
切
手
に
し
て
、
他
の
諸
銀
行
に
預
入
れ
ら
る
る
部
分
は
、
其
の
全
部
が
A
銀
行
に
於
げ
る
準
備
金
を
減
少
せ
し

む
る
結
果
さ
は
な
ら
な
い
。
即
ち
之
さ
同
時
に
、
他
の
諸
銀
行
の
借
手
が
振
出
し
た
る
小
切
手
中
、
幾
分
か
は
A

銀
行
じ
預
入
れ
ら
る
る
故
に
、
雨
者
が
相
殺
さ
れ
て
、
業
の
差
額
の
み
が
、
何
れ
か
の
一
方
よ
り
他
の
一
方
に
現

金
セ
要
求
さ
る
る
事
ぜ
な
る
で
あ
ら
う
。

此
の
場
合
、

A
銀
行
の
要
求
額
が
、
仙
閣
の
諸
銀
行
よ
り
の
要
求
額
に
比
し
て
少
き
ど
き
も
、
品
川
其
の
差
額
の
み

が
A
銀
行
の
準
備
金
を
減
少
せ
し
む
る
詩
で
あ
っ
て
、
若
し
A
銀
行
の
要
求
額
が
大
な
る
場
合
は
、
其
の
準
備
金

は
何
等
の
蹴
少
セ
見
町
さ
る
の
み
か
、
知
て
増
加
す
る
の
結
果
J
Y

に
な
る
は
明
か
で
あ
る
。
故
に
A
銀
行
は
、
最
初
よ

り
そ
れ
丈
け
多
〈
、
貸
付
晴
張
を
潟
し
得
た
も
の
さ
考
へ
ら
れ
る
で
ゐ
ら
う
。

然
し
乍
ら
A
銀
行
が
、
之
ぞ
見
越
し
て
、
過
大
に
貸
付
債
張
を
な
し
た
る
場
合
に
は
、
そ
れ
に
基
く
準
備
翠
の
減

少
が
、
果
し
て
、
預
入
れ
ら
る
可
き
他
銀
行
宛
の
小
切
手
額
を
以
て
、
償
は
れ
得
る
や
否
や
が
甚
だ
不
確
買
で
ゐ

る
。
故
じ
斯
か
る
過
大
な
る
貸
付
債
張
は
、
確
買
を
旨
ご
す
る
銀
行
に
於
て
は
、
容
易
に
採
ら
れ
得
な
い
所
で
あ

p
h
y
p
可
J

。
コ
銀
行
金
贈
を
総
括
し
て
見
た
る
場
合
に
於
げ
る
、
貸
付
暁
張
能
力

一
個
の
銀
行
の
立
場
に
於
け
る
・
貸
付
晴
張
可
能
限
度
に
闘
す
る
プ
イ

y
ッ
プ
ス
の
会
式
は
、
前
述
の
如
く
諸

種
の
考
慮
を
必
要

εす
る
も
の
で
ゐ
る
が
、
若
し
れ
公
式
中
の
諾
要
素
を
通
営
に
解
稗
す
る
な
ら
ば
、
術
用
ふ
る
に

足
る
可
き
も
の
で
あ
ら
う
。
故
に
今
、
総
て
の
銀
行
を
包
括
し
て
見
た
る
場
合
に
於
げ
る
、
貸
付
嬢
張
能
力
を
見

設

手E

銀
行
の
信
用
膨
肢
に
就
で

第
三
十
一
巻

一一ーー・一

第
一
競

一一一
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第
三
十
一
血
管

第

競

回

苑

銀
行
の
信
用
膨
脹
に
就
て

一一一一四

一
臆
彼
の
公
式
を
是
認
し
、
且
之
を
基
礎
ざ
し
て
遁
よ
る
事
注
し
た
い
。

巴
に
明
か
な
る
が
如
く
、
一
一
酬
の
銀
行
が
一
定
額
の
現
金
預
金
を
基
礎
ざ
し
て
.
貸
付
置
張
を
な
し
花
る
場

合
、
業
の
結
果
生
や
る
所
の
探
生
的
預
金
は
、
其
の
大
竿
が
此
の
銀
行
よ
り
引
出
さ
る
可
き
運
命
を
持
っ
て
ゐ

る
。
斯
か
る
流
出
現
金
は
、
一
部
分
は
永
久
に
現
金
流
通
界
に
喪
失
さ
れ
る
で
あ
ら
う
が
、
大
部
分
は
他
の
諸
銀

行
に
預
入
れ
ら
れ
て
、
悲
に
再
び
貸
付
競
張
を
活
き
し
む
る
で
あ
ら
う
。
而
も
此
の
過
程
は
繰
返
し
櫨
撰
さ
れ

て
、
蹴
出
現
金
が
品
目
無
ぎ
な
る
迄
護
行
を
止
め
な
い
も
の
で
あ

rc

以
下
右
の
過
躍
伝
説
明
す
る
婚
に
、
ア
イ
リ
ッ
プ
ス
の
公
式
な
展
開
し
ゃ
フ
。

今

C

H
最
初
の
現
金
預
金
(
A
銀
行
へ
)

q
H
各
銀
行
の
貸
付
慣
張
に
依
る
抗
出
現
金
中
、
再
び
他
の
諸
銀
行
に
預
入
れ
ら
れ
る
部
分

Z
H
各
銀
行
の
貸
付
瞭
張
額

r
H
卒
均
準
備
率

d

H
各
銀
行
仁
於
け
る
振
生
的
預
金
残
高

K

H
混
生
的
預
金
残
高
間
の
貸
付
金
額
例
に
劃
す
る
平
均
比
率

X
H
A
銀
行
の
貸
付
瞭
張
の
結
果
、
銀
行
集
周
全
瞳
に
生
や
る
貸
付
賢
張
力

P
H
各
銀
行
の
抗
出
現
金
中
、
現
金
読
通
界
じ
喪
失
さ
る
る
部
分
の
貸
付
金
額
じ
罰
す
る
比
率
童
五
)

εし
、
更
に
B
を
以
て
、
銀
行
集
圏
中
の
A
以
外
の
纏
て
の
銀
行
(
C
以
下
之
に
準
令
)
守
」
す
れ
ば
、
フ
イ

y
ッ
プ

ス
の
n
公
式
に
よ
っ
て
、

る
に
際
し
で
も
、

ibid. pp. 59-63 34) 
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さ
な
る
.

M 
11 

斯
く
て
公
式
中
の

r
及
び

P
は
、
北
米
合
衆
国
に
於
て

代
入
す
れ
ば
‘

M
H
U・
白
の
さ
な
る
。

一
般
に
、
『
目
。

--uー

γ考
へ
ら
れ
る
故
に
、

之
を

今
銀
行
集
圏
に
於
け
る
営
座
預
金
の
平
均
額
と
、
霊
界
に
於
げ
る
現
金
卒
事
と
の
比

E
K
と
す
れ
ば
、

P
は

比

例

!

¥
h』
F
ノ

ip

典
~
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
蓋
し
常
廃
論
金
額
と
流
遁
現
金
績
と
の
比

w-M
は
、
註
~
一
一
，
に
於
て
迩
べ
し
知
く
、
常
に
一
定
の
比
率
を
保
ち
得
な

/t‘
¥

(

 

一
定
白
期
間
(
即
ち
、

A
銀
行
の
貸
付
携
張
よ
り
、

N
銀
行
の
貸
付
機
張
に
至
る
期
間
)
に
於
け
る
其
の
平
均
値
を
求
む

註
五

に
上
り
て

い
か
も
知
れ
な
い
が
、

れ
は
、
以
て
公
式
の
展
開
に
遁
用
し
得
る
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
品
開
品
川
固
に
於
て
、
此
の
問
題
を
取
扱
へ
る
多
〈
白
撃
者
自
引
用
せ
る
所

c. f. J目 H.Iミog:ersi弓tockSpeculation and 1¥f，、問rMaτke1:. I927 chap， IV. 
大限l商大，経済時報第一巻第一蹴，柏塚辰雄 lf:r銀行の貸付扱張能力に開
ナる一方程式」
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に
よ
れ
ば
、

R
は
5
に
し
て
、
其
の
結
果
P
は

z
一6
と
な
っ
て
ゐ

h
。

郎
も
、
預
金
増
加
額

ω六
分
の
一
だ
け
が
、
常
に
現
金
流
通
界
に
喪
失
さ
る
る
も
の
ご
偲
定
す
れ
ば
、
一
佃
の

銀
行
じ
預
入
れ
ら
れ
穴
る
一
定
額
の
現
金

C
(註
ハ
)
は
、
銀
行
集
圏
全
館
ざ
し
て
、
安
全
な
る
準
備
率
川
を
維
持

し
乍
ら
、
そ
の
三
・
六
倍
に
営
る
貸
付
瞭
張
を
な
す
を
得
し
む
る
も
の
で
あ
る
。

註
穴
此
の
際
に
於
け
る
現
金
預
金
C
は
、
銀
行
集
園
以
外
の
資
諒
よ
り
受
入
れ
ら
れ
た
る
揚
合
(
従
来
民
衆

E↓
T
許
に
貯
蔵
さ
れ
し
現
金
を
、

銀
行
に
預
入
る
る
場
合
を
も
含
む
)
に
於
て
、
ι
初
め
て
其
の
効
果
を
田
知
は
ナ
も
の
な
る
事
は
勿
論
で
あ
る
。

一
定
額
の
現
金

C
が
、
最
初
に
全
部
一
佃
の
銀
行
に
預
入
れ
ら
れ
た
る
場
合
に
於
け
る
説
明
で
あ

る
。
然
し
乍
ら
、
此
の
C
が
最
初
よ

b
分
割
さ
れ
て
多
数
の
銀
行
に
預
入
れ
ら
れ
た
さ
し
て
も
、
尚
之
が
銀
行
集

閉
会
韓
の
貸
付
蹴
眼
力
に
及
川
μ
す
影
響
に
以
、
何
等
の
相
田
到
が
無
い
γ

で
ゐ
も
う
。
成
程
、
若
し
C
な
る
現
金
が
親

て
の
銀
行
に
等
分
に
預
入
れ
ら
れ
、
且
纏
て
の
銀
行
が
同
速
同
率
を
以
て
貸
付
掠
張
を
行
へ
ば
、
各
銀
行
聞
に
於

け
る
債
務
の
相
殺
に
依
ち
て
、
貸
付
は
無
限
に
携
張
さ
れ
得
る
も
の
さ
考
へ
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
の
然
し
乍
ら

以
上
は
、

此
の
場
合
い
し
於
て
も
、
預
金
通
貨
の
無
制
限
な
る
造
出
は
、
直
ち
に
銀
行
集
間
金
韓
に
於
げ
る
準
備
率
の
低
下
な

来
す
故
、
此
の
賠
よ
り
し
て
先
づ
業
の
九
倍
に
制
限
さ
る
る
で
ゐ
ら
う
。
更
に
叉
準
備
金
を
無
視
す
る
も
、
増
加

預
金
の
一
部
は
、
必
?
現
金
流
遁
界
に
取
去
ら
る
る
故
、
此
の
勤
よ
ち
は
、
実
の
六
倍
に
制
限
さ
る
る
も
の
で
あ

る
。
然
る
じ
貫
際
上
は
、
南
者
共
に
之
を
無
視
し
得

5
る
も
の
な
る
故
、
銀
行
集
圏
全
瞳
ざ
し
て
の
貸
付
蹟
張
カ

は
、
や
は
り
其
の
三
・
六
倍
に
制
限
さ
る
る
事
さ
な
る
の
で
あ
る
。

蹴

alli 

銀
行
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信
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膨
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第
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第

披

一一一一七

七

Rodkeyは TheBanl;ing Process; p. '98に於て O.M.W.Spγague; lfearing 
Refore the Joint Commission of Agricul.tl.l1"al In<]lliry~ Vol. 2， p・467を引用
してゐる。
Lawreuceは Stabilzation(lf prices; p. ;)j'() に於で Reportof Jo.int co四-

mission of Agricultural lnquil'Y. Part. II. 並びに Strong; 日~:J.bi1 ization
IIeari昭・ p・422 t引用してゐる。
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五
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第
一
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i¥ 

以
上
を
以
て
在
は
、
銀
行
が
信
用
を
膨
脹
し
得
る
限
度
を
知
る
鴻
仁
、
先
づ
純
粋
な
る
商
業
銀
行
を
仮
定
し
、

業
の
信
用
膨
眠
過
程
に
於
げ
る
重
要
な
る
諸
要
素

!
l印
も
、
支
梯
準
備
及
び
預
金
の
性
質
、
並
び
に
貸
付
撰
張

可
能
限
度
に
付
て
、
一
膳
の
考
容
を
了
へ
た
の
で
ゐ
る
。

斯
く
て
一
鰹
潜
地
域
に
於
け
る
多
数
の
銀
行
が
、
緯
て
純
粋
な
る
商
業
銀
行
で
あ
る
さ
仮
定
す
れ
ば
、
主
(
の
中

町

j
「
凶

の
一
銀
行
炉
、
新
た
な
る
現
金
.
預
金
吋
し
を
基
礎
注
し
て
鴻
し
得
る
貸
付
畷
張
限
度
は
、

J
川
止
ド
山
川
(
じ
よ
り
て

の(同|円
)

H

の

i
・

;

表
は
き
れ
、
業
の
増
加
せ
る
預
金
網
額
は
、
の
+
〕
引
円
引
l
x
r
E
ち
刈
羽
円
引
さ
な
る
。
然
る
じ
之
を

E

f
、
門
会
|
吋
)

銀
行
金
瞳
ざ
し
て
見
る
時
は
、
同
じ
C
に
基
〈
貸
付
顕
張
自
カ
カ

1
1
1
1
1
1
に
よ

h
て
表
は
き
れ
、
従
っ
て

同町十日)|『勺

造
り
出
さ
れ
た
る
預
金
組
額
は
、

h
pは
~
i
x
(
同
|
勺
)
十
円
即
ち
|
十

mー
ー
さ
な
る
。

?
?
句

l
『℃

h
1
4
t

吃

1
4

而
し
て
之
等
の
会
式
中
に
於
げ
る
、

r
-
k
・
及
び
P
の
値
は
、
各
園
各
地
方
が
各
々
葉
の
経
済
事
情
を
異
に
す

る
故
、
之
を
一
様
に
論
中
る
を
得
ぎ
る
は
言
ふ
を
侠
た
な
い
の
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
今
偲
に
、
米
国
に
於
て
認
め

ら
る
る
所
の
前
遁
の
比
率
(
『

H
Z
L
U
S
M
-↑
)
を
執
る
な
ら
ば
、
一
定
額
の
現
金
預
金
量
〈
所
の
信

用
膨
脹
額
が
、
一
個
の
銀
行
に
於
て
は
僅
か
に
其
の
一
二
一
倍
な
る
に
、
銀
行
金
瞳
ざ
し
て
は
そ
の
四
倍
に
遣
す

る
を
見
る
の
で
あ
る
。

然
し
乍
ら
現
貰
の
赴
曾
に
於
て
は
、
如
何
な
る
商
業
銀
行
も
、
業
の
純
粋
な
る
形
に
於
て
存
在
す
る
も
の
は
な



〈
、
従
っ
て
実
の
預
金
じ
も
、
営
座
預
金
以
外
に
、
定
期
預
金
其
の
一
他
の
も
の
を
合
め
る
罪
で
あ
る
υ

而
も
預
金

の
性
質
の
異
る
に
つ
れ
て
、
準
備
率
並
び
仁
涙
生
的
預
金
獲
高
に
相
異
を
生
や
ぺ
き
も
の
な
る
故
、
会
式
中
の
r

及
び
k
の
値
を
求
h
u

る
に
際
し
て
は
、
各
種
預
金
の
割
合
じ
留
意
す
る
を
必
要
注
す
る
。

失
に
本
稿
仁
於
て
は
、
中
央
銀
行
の
存
在
を
無
親
し
て
、
一
腰
商
業
銀
行
の
み
に
付
て
遇
ぺ
た
る
も
、
賓
際
上

は
、
之
又
考
慮
に
入
る
可
き
は
言
ふ
を
侠
た
な
い
。
蓋
し
、
各
商
業
銀
行
は
、
中
央
銀
行
の
存
在
す
る
結
果
、
然

ら
t
d

る
場
合
よ
り
も
、
僅
少
の
準
備
現
金
保
有
額
を
以
て
足
る
事
ぜ
な
り
、
従
っ
て
そ
れ
式
多
〈
、
信
用
の
膨
脹

を
潟
し
特
る
が
故
で
あ
る
。
即
も
斯
か
る
際
に
於
け
る
各
銀
行
の
支
榔
準
備
は
、
僅
少
の
手
許
現
金
宮
中
央
銀
行

よ
り
借
入
れ
得
〈
き
金
額
さ
の
合
計
一
九
其
の
預
金
総
額
に
封
し
℃

b

安
全
な
ゐ
割
合
含
有
す
れ
ば
よ
き
縛
p
dの

b
、
而
も
各
銀
行
が
中
央
銀
行
よ
h
借
入
れ
得
ぺ
き
金
額
は
、
通
常
、
各
銀
行
の
中
央
銀
行
に
於
げ
る
平
均
預
金

残
高
よ
り
も
、
蓮
か
に
大
な
る
が
故
で
あ
る
。

最
後
に
、
商
業
銀
行
は
前
遁
の
加
〈
、
一
定
翠
の
現
金
準
備
を
基
礎
乏
し
て
.
世
舎
に
多
大
の
信
用
を
奥
ふ
る
も

の
で
あ
る
が
、
斯
か
る
信
用
の
膨
脹
も
亦
、
世
舎
の
極
、
持
活
動
の
盛
衰
に
よ
り
て
影
響
さ
る
可
き
は
勿
論
で
あ

る
。
即
ち
事
業
界
が
沈
滞
し
て
、
歓
迎
す
可
き
資
金
需
要
者
の
少
き
時
は
、
各
銀
行
は
自
然
宇
」
貸
出
を
牧
縮
す
る

も
、
反
之
、
鰹
涛
活
動
の
旺
盛
に
し
て
責
金
需
要
の
大
な
る
時
は
、
偲
A
T
準
備
金
に
喰
込
む
ず
」
も
盆
々
貸
出
を
増

加
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
業
の
勢
が
経
済
活
動
の
増
進
程
度
に
打
勝
つ
時
は
、
物
債
の
騰
貴
を
来
す
も
の
で
あ

る。
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